
英国の農業指導事業にお け る   

農業簿記の様式と経営分析の方法  

西  村  博  行  

は  し  が  き  

本論は，英国政府の農業揖興・農業指導（農業改良普及）事業，大学農学部または農科大学  

などで最近採用されてきている農業簿記，農業経営調査などの集計，計算，さらに，計算結果  

を分析するための概念と方法についてまとめ，それらの特徴を明らかにすることを目的として  

いる。ここで採用されている用語と用法は少なくとも12年間にわたる利用経験とその検討結果  

に基づいてまとめられており，これはまたUniversityofCambridgeで用いられている農業会  

計方法と経営分析方法とにおいて多くの面で共通したところが認められる。このようなことか  

ら，標準化されてきている簿記と分析指標についての検討は英国における農業経営分析方法を  

理解する上で，1つの重要な手がかりを与えるものと考えられる。   

英国の農水産・食瞳省がおこなっている農業指導事業は農業開発・指導部（TheAgricultural  

DevelopmentandAdvisoryService）でおこなわれている。農業簿記はここで取扱われている  

が，実際に記帳や計算の対象となっているのは指導事業に関連するものだ研こ限定されている。  

農家が自分達のために記帳・決算したり，報告書を作成する仕事は，人を雇ってさせるか，会  

計事務所，農業簿記協会などへ委託して料金を支払ってしてもらうことがおこなわれている0   

農業指導事業で取扱われている農業簿記関係の資料をまとめる様式は，MAl（取引き勘定  

TradingAccount），MA4（粗利益分析GrossMarginAnalysis），そしてMA9（貸借対照表  

Balance Sheet）と名付けられた様式に基づいておこなわれる。日常取引きの集計は中央にあ  

る大型電算槻で処理され，報告書が作成される。これは現場の指導員へ返却され，指導所の希  

望に応じて比較できるデータも報告書の中に収録される。   

報告書の申で用いられている各種の用語と用法は「農業経営で用いられる用語の定義（De丘－  

nitionsofTermsusedinAgriculturalBusinessManagement）」という小冊子で定義され，内  

容について説明されている。   

農業経営の分析は現状の比較分析だけでなく，過去の事業運営との関連性からみた比較分析  

も重要であるが，現在のところその方面については未だ着手されていない。  

－31－   



農業計算学研究 第12号  

農業経営部（FarmManagementDepartment，A．D．A．S．）がおこなってきている最近の事業  

としては，予算案の作成と計画策定への努力であろう。長年にわたりこれらは手作業で時間を  

か仇 部分的にのみおこなわれてきたが，電算槻の導入により，粗利益の計算，農業経営の事  

業についての動向予測が広く能率的におこなわれるようになってきた。ことに農業経営の部分  

的な変更にともなう分析と農業経営部門別収支構成の計算をする作業は容易になってきた。し  

かし農業指導所としては，農家に対して，従来どおりの方法で簿記が各戸で記帳される方針を  

推進してきており，それらの資料で資金運用計画（CashFlowProjection）をすることを指導し  

ている（MA7様式と名付けられている）。   

農業経営の分析に関する用語とその手順についての標準化への努力がかねてからおこなわれ  

てきたが，これについての最初の刊行物が1965年に資料集としてまとめられ，1970年に改訂さ  

れた後，1977年に第2刷りとして公表されている。この間，イングランド，ウェルズ，スコッ  

トランドの農業関係の大学，北アイルランド農業省，農水産・食糧省ことにその中で農業操典  

・指導局の関係者が主となって協議が重ねられ，標準化された用語・用法を決定し，それらの  

採用がおこなわれてきた。   

本論で紹介する簿記のシステムと経営分析の方法については，当然ながらこの用語・用法に  

準拠しているが，定義の詳細については必要最小限度にふれるだけにとどめてある。  

1 事業の運営成果の把握  

簿記あるいは調査結果の集計方法とそこで用いられている概念規定について，簡明に図示す  

ることを試みる。計算手続きを明らかにするために利用した原資料は「参考資料」として末尾  

に掲げてある。  

第1図 EnterpriseOutput（部門粗収益）の算出   

注1）匿詔は減算（－）がおこなわれた結果を示す。   

2）「参考資料」として末尾にかかげた資料から作成した。  

以下の図についても同様。  
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事業運営の取引きはまずOutput（粗収益）とInput（費用）に区分され，取引きが勘定科  

目に従って類別される。粗収益は農業と農外にわけ，前者は経営部門毎に算出され，第1図に  

示したように，販売，補助金，「他部門への仕向け」，「家計仕向け」，さらに生産部門別の在庫  

変動（年度末在り高から年度始め在り高を差引く）を加減調整して得られる。   

費用はVariab］eCosts（変動費）とFixedCosts（固定費）に区分される。前者は生産部門  

の産出量を増大することに伴ない変動する費目と該当する費用である。肥料費は変動費である  

が，通常は肥料費として含められている土壌改良のための石灰購入費は除かれる。産出量の変  

動に関連する家畜の購入費なども変動費に含めない。しかし畜産部門で採草・放牧地を利用し  

ている場合には，牧草生産のための種子，肥料，防除のための費用などは畜産部門変動費とし  

て処理する。変動費は第2図に示した費用項目を含む。  

第2図 GrossMargin（粗利益）の 算 出  

GrossMa瑠in（粗利益）は粗収益から変動費を差引いて求められる（前掲欝2図）。粗利益  

から固定費を差引いてFarmProfitorLoss（農業損益）が算出される（欝3図）。この場合の  

固定費は，外部経済から購入し，支払われた費用と減価償却費が含まれ，評価を必要とする内  

給要素の項目は含まれていない。しかし支払い利子，支払い地代，常雇い労働への支払いなど  

や，経営管理責任者を雇った場合の支出については固定費に含められている。   

「農業損益」から「夫婦以外の家族員の労働見積り」と「所有する土地とその他の固定資産  

の賃料見横り」を差引き，「支払い利子」相当額を加え1），NetFarmIncome（農業純所得）が  

算出される。ここでいう農業純所得は，農業に主として従事する夫婦の管理・運営能力と労働  

に帰属すべき所得である。所有する土地やその他の固定資産などの賃料は近傍の類地，類似資  

産の賃料相場で見積られる。   

最後に，「農業純所得」から農業へ従事する夫婦の労働を，類似の雇傭労働についての賃金  

相場で見積った額を差引き，雇った経営管理責任者へ支払った俸給は加え戻すことによって，  
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第3図 GrossMargin（粗利益），NctFarmIncome（農業純所得），Management  

andInvestmentIncome（経営管理・投資に対する収益）の算出  

注1）E：≡詔はそれぞれの段階で加減等がおこなわれて算出された成果指標をあらわす。  

2）（＋）または（－）は，それぞれの項目が加算または減算されることをあらわす。   

ManagementandInvestmentIncome（経営管理・投資に対する収益）が算出される。家族労  

働や所有する土地・その他固定資産の用役については評価して，費用として控除項目に含めた  

上での残余収益であるから，経営管理・運営の機能がもたらした成果を示す指標である。  

以上のような収支計算の出発点になる現金取引きは欝4図に示したように3区分され，農業に  
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第4図 NetCashFlow（現金純収入）の構成   

注1）現金取引きについての構成を示す。ただし掛売り，掛買いの取引きが含まれている。  

ここでの農外純収入の計算には家計用途の支出とか個人的収入も対象となっている。   

2）「資本取引き差額」というのは，貸借対照表において固定資産として分類されている  

資産の売買取引きの差額（現金の形での純増加額）。純増加額は負の場合があっても  

よい（純減少額）。  

TradingNetCashFlow  
（農業取引き純収入）  

第5園 FarmPro丘torLoss（農業損益）の算出   

注1）「農業取引き純収入」から加算（＋）および減算（－）をすることによって農業損  

益が算出される。   
2）Debtorsを債権，Creditorsを債務と訳した理由については本文の注2を参照のこと。  
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関連する取引きとしてTradingNetCashFlow（農業取引き純収入）の計算が基礎となる。第  

5図ではこの「農業取引き純収入」に「農産物家計仕向けその他見積り収益」が加算され，  

「減価償却額」が控除され，更に年度末および年度始めの有形資産と無形資産・負債（債権・債  

務）の在り高が加減調整されて「農業損益」が求められる。   

資産ならびに負債の構成については簡単な分類と評価方法が指示されており，年度始めと年  

度末の貸借対照表で表示される（第6図）。ここでCurrentAssets（流動資産）は一般に当座  

資産あるいは貨幣的資産と訳されるが，ここでは現金，預金，当座貸越し，Debtors（個人へ  

の貸付け），前払い費用，さらに現物，準現物などを含んでおり，他方，CurrentLiabilities  

（流動負債）は当座負債とも訳すことができるが，その中には当座借越し，短期のCreditors  

（個人からの借入れ），未払い税金などが含まれている2）。  

第6図 BalanceSheet（貸借対照表）の構成  

注1）英国式貸借対照表の表示をとっているため，貸方へ資産，借方へ負債と純  
財産（資本）の科目がおかれている。これはわが国が採用している様式とは  

異なる。  

2）CurrentAssets（流動資産）＝PhysicalWorkingAssets（物的運転資産）＊  

＋LiquidAssets（流通資産）＊＊  

CurrentAssetsは現金，預金，受取手形，売掛金などの他，原材料，仕掛品，  
中間生産物，立毛，農産物などの在庫－いわゆる棚卸資産－が含まれて  

いる。  

＊：WorkingAssetsは運転資産と訳したが，稼動資産あるいは仕掛品とも訳  

される。  

＊＊：Liquid Assetsは現金か現金に準じて取扱うことができる当座資産また  

は貨幣的資産。  
3）NetWorthは純財産または正味財産といわれる。  

経営規模は，経営土地面積，労働力数，家畜単位数，資産価額，純財産，あるいは事業から  

の販売収入などで示されている。   

ここで労働力はAnnualLabourUnits（年間労働単位）として定義されており，それは，年  

間にわたる標準的な農業に専ら従事する成人男子（通常の作業強度で8時間働くと仮定して計  
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算した労働日数はStandardman－day－標準的な成人換算労働日数と名付けられている）の  

労働日数で換算された規模指標である。   

家畜の飼養頭数規模についてLivestockUnits（家畜単位）が採用されている。これはFriesian  

乳牛を基準（1．0）とした1頭当たりエネルギーの標準的な必要量を畜種どとに定め，飼養する  

家畜すべてについて換算した数値である。  

2 農業経営の構造と成果に関する分析  

農業経営の運営とその経営構造についての財務的な整理がおこなわれた後，次のような分析  

指標について計算がおこなわれる。  

1）農業経営の構造と成果を示す指標   

農業経営の構造と運営（ManagementRatios）   

（1）FarmPro丘t（農業損益）／NetWorth（純財産）  

t＋Lon㌢ha唱eS  
（2）  NetAssets＊（純資産）  

串NetAssets（純資産）   

＝TotalAssets（資産）－CurrentLiabilities（流動負債）  

（3）ReturnonTotalAssets（資産に対する収益）  

FarmProfit（農業挽益）＋InterestCharges（利子額）  
T（）tと11▲応て 

（4）CurrentRatio（流動比率）  

＿ ． 

〔二しIrrellt－lsゝぐ■h（串墨掩） 

CurrentLiabilities（流動負債）  

（5）LiquidityRatio（流通比率）  

LiquidAssets（流通資産）  

（：、tlrrし】正 

この比率は企業経営分析で酸性試験比率と言われている。  

（6）FixedAssets（固定資産）／TotalAssets（資産）  

この比率は固定資産構成比率といわれている。  

（7）NetWorth（純財産）／TotalAssets（資産）  

この比率は純財産構成比率というべき比率。  

（8）CapitalGearing（資本運用の円滑性）  

＝Long－termLoans（長期負債）／NetWorth（純財産）  

2）産  出（Output）  

（1）TotalFarmOutput（農業粗収益）／Hectare（経営面積）  
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（2）TotalFarmGrossMargin（農業粗利益）／Hectare（経営面積）  

3）収 益 性（Pro丘tability）  

（1）FarmPro丘t（農業粗利益）／Hectare（経営面穣）  

（2）NetFarmIncome（農業純所得）／Hectare（経営面棟）  

ManagementandInvestmentIncome  

上墜軍曹理・投資に対する収笹L  
＿  

Hectare（経営面横）  

ManagementandInvestmentIncome  
牒削と対する収笹L＿  
InvestmentinTenant－tyPeCapital＊  

（経常的運営の投下資本額）  

（3）  

（％）  （4）   

＊Tenanトtype（orOperating）Capitalcomprisesassetsnorma11yprovidedbytenantsandincludes  
livestock，maChinery，CrOPSinstore，StOCks，WOrk－in－PrOgreSS，CaShandotherassetsneededto  

runthebusiness・Orchards，PermanentCrOPSandglasshousesarealsogeneral1yconsideredto  

betenantrtypecapital・  〔参考資料〕（1）の12貢より引用。  
Landlord－typeCapitalcomprlSeSlandandbuildings，includinglmPrOVementS．  

前掲資料の13貢より引用。   

ここでいう経常的運営の投下資本というのは，資産について経営投資の慣行に応じて呼ばれ  

ている区分で分類されており，財の形態，価値移転の特性に応じた分類とはいい難い。内容と  

しては，資産のうち，土地，建造物（土地改良投資を含む）を除いた資産であって，通常は小  

作人により供給されるような資産で，家畜，果樹，永年作物，温室，槻械などの固定資産，流  

動資産，流通資産などを含み，事業を運営するために必要な資産ということになっている。投  

下資本額はこれらの年度内平均資産価額（各月末あるいは年度始めと年度末の平均額）を採用  

することが説明されている。   

（5）ReturnonCapital（資本に対する収益）  

資産，資本，収益などの定義を明確にして，「資本に対する収益」を計上する。例えば  

純資本収益率，白己資本収益率などが考えられる。   

4）労働，動力利用（Labour，PowerandMachinery）   

（1）農業粗収益／労 働 費  

農業粗収益／機 具 費  

農業粗収益／労働・機具費  

注）農業粗収益：TotalFarmOutput  

労 働 費：LabourCosts  

機 具 費：MachineryCosts  

労働・機具費：LabourandMachineryCosts  

なお比率を計算するときの費用は£100．あたり。   

（2）（1）において分子に農業粗収益の代りに農業粗利益をとり，同じ費用項目を分母として  

計算した指標。  
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（3）農業粗収益／費用（家族労働の見積り額を含む）£100．   

（4）LabourIncome（労働所得）／LabourUnits（労働力単位数）   

（5）燃料費／温室粗収益£100．   

以上の収益，費用，特定投入要素量あるいは特定費用項目は，経営形憩によりとりあげ方が  

異なる。   

経営分析の指標については，費用構成と一般の企業経営分析の場合に用いられるような財務  

分析の指標のほか，主要な特定生産要素投入あるいは費用（例えば経営土地面積，労働日数，  

労働費用など）に対する産出を物的ならびに経済的にとらえる指標がかなり重視されている。   

経営要素間ないし生産要素間の結合比率では，StockingDensity（家畜密度）が飼料生産面  

積当たりの家畜単位数であらわされたり，労働単位当たりの経営耕地面積あるいは土地利用面  

積であらわされたりしている。   

生産性に関する指標では，経営土地面積，労働単位数，家畜単位数などに対する粗収益，粗  

利益，純所得，経営管理・投資の収益がそれぞれ比較指標として計算されている。費用・収益  

比率では労働費，槻具費，費用総額に対する粗収益，粗利益などの効率指凛が採用されてい  

る。  

3 経営部門別の経営成果を示す指標  

部門の種類により粗収益，費用，産出量，投入要素量，また換算における換算値のとりあげ  

方は異なる。一般的な指標の設定を示すと次のとおりである。  

1）物的な効率（PhysicalE鰯£iency）   

（1）作物の単位面積当たり生産量   

（2）家畜・家禽の年間平均飼養頭羽数  

（釘 飼養頭1羽数当たり生産量（牛乳，卵など）   

（4）種（牝）畜当たり生産量（豚など）   

（5）死亡率   

2）経済的な効率（FinancialE伍ciency）   

（1）単位面積あるいは頭羽数当たりでみた粗収益，粗利益，純利益など   

（2）飼料費£100．当たり粗収益   

3）部門純利益（EnterpriseNetMargin）  

＝（部門粗収益一変動費）一国定費（FixedCosts）  

＝部門粗利益（EnterpriseGrossMargin）一固定費  

ここで固定費は一定の規準に基づいて部門別に配分されることになっている。労働費  
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などについても当該部門に対して直接投入されたものはその部門の負担費用とされ，一  

般管理のための労働費が配分されることになる。   

以上のような諸指標値の計算を可能にする初期記入の記録簿あるいは調査簿は，記帳農家自  

身が記録すべき部分と，農業指導所で記録すべき部分とからなっている。このような経営成果  

を示す指標と経営の財政状態を示す指標が各農家どとに計算された後，さらにグループ平均値  

が計算されて，各農家の計算値がグループのそれと比較できるような報告書が作成される。   

Budgeting（予算計画または予算統制）では収益と費用の主要項目について見込み価格，投  

入量，産出量に関する情報が提供されると，予算が計上される様式が作られている。予算計画  

は，実現をめぎす将来の（事前の）期間成果計算の結果を示し，ある時点の財政状態を示すと  

共に，当該年度の実績との対比をしながら経営活動を統制してゆく形式が採用されている。こ  

れには経営組織または規模の一部を変化させる計画，あるいは全般にわたる変化を計画する場  

合が区分されている。このはか現金および準現金の運用と調達（源泉）について期間内の計画  

された動向を示す資金運用計画表（CashFlowBudgeting）の作成もおこなわれているようで  

ある3）。また投資の見込み成果評価の計算などがおこなえる様式もあり，大型計算機性を生か  

した広範囲の計算ができるようになっている。  

ま  と  め  

英国の農水産・食糧省の農業指導所が現在採用している農業経営に関する会計方法と，経営  

分析指標について成果指標と成果をもたらした要因分析指標の種類を整理し，それらの計算手  

続きを明らかにした。農業経営の成果については第3図で要約したように，「粗利益」，「農業  

損益」が基本的な成果指標と考えられ，更に加工指標として農業へ主として従事する経営者夫  

婦に対する所得である「農業純所得」，農業経営管理・運営と投資活動の成果として経営者能  

力に対する報酬である一経営者が家族であっても雇い人であってもよい－「経営管理・投  

資に対する収益」のような指標が設けられている。   

経営成果をもたらした要因分析指標については，費用構成，企業経営の分析で用いられる財  

務分析の指標のはか，主要な特定生産要素投入あるいは費用に対する産出を，物的ならびに経  

済的にとらえる指標が比較的多く設けられている。   

予算計画ないし予算統制は重視されており，簿記資料とか経営調査の結果について，価格お  

よび生産条件の変化を補足調査する様式を付加することによって，詳細な計画をたて，それを  

統制してゆくことが特徴として指摘できる。   

（付 記）本稿をまとめるにあたり，英国政府農水産・食糧省D・B・S・F準ch氏ならびに農業経営指導担当  

R．J．Campbe11氏から助言あるいは資料の提供などを受けた。記して感謝の意をあらわしたい。  
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注1）「支払い利子」は固定費に含まれているから「農業損益」は控除された残額として計算されている。   

2）Debtorsを債権，Creditorsを債務と訳しており，原語自体がもつ内容と一見したところ正反対の訳を  

している。DebtorsというのはTradeDebtorsa／cの略で借入者宛勘定，つまり債権であり，Creditors   

はTradeCreditorsa／cの略と考え，貸付者宛勘定として負債と訳した。英語で説明するなら，I）ebtors  

はMoneydue＆omdebtors，CreditorsはMoneyowedtocreditorsということになる。   

3）経営分析の方法と予算計画のたて方はUniversityofCambridgeで採用されてきた様式や方法と類似  

している（〔参考資料〕11の103－179真）。  
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